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あ
き
な
い
通
信 

  

い 通
信 

  

令
和
８
年
度
通
常
総
代
会
を
、
５
月

19
日(

火)

、
内
子
自
治
セ
ン
タ
ー
で
開

催
し
ま
し
た
。
本
総
代
会
に
は
、
愛
媛

県
議
会
議
員 

西
田
洋
一
様
を
は
じ
め

多
数
の
ご
来
賓
を
お
迎
え
し
、
53
名
の

総
代
等
が
出
席
し
ま
し
た
。 

 

最
初
に
池
田
会
長
が
、「
内
子
町
な
ら

で
は
の
観
光
資
源
と
商
工
業
の
連
携
を

強
化
し
、
県
外
・
海
外
か
ら
の
交
流
人

口
を
増
や
し
、
地
域
内
で
お
金
が
循
環

す
る
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。」
と
述
べ
、
挨
拶
と

し
ま
し
た
。 

議
長
に
は
、
越
智
治
徳
総
代
（
小
田

地
区
）
が
選
出
さ
れ
、
令
和
７
年
度
事

業
報
告
、
令
和
８
年
度
事
業
計
画
等
の

議
案
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

総
代
会
終
了
後
、
町
内
企
業
に
継
続
し

て
10
年
以
上
勤
務
さ
れ
、
代
表
者
か
ら

推
薦
の
あ
っ
た
従
業
員
14
名
に
優
良

従
業
員
表
彰
と
、
永
年
商
工
会
事
業
や

業
務
に
精
励
し
て
き
た
役
員
４
名
に
、

全
国
・
愛
媛
県
商
工
会
連
合
会
長
表
彰

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。 

続
い
て
、
来
賓
の
方
々
よ
り
祝
辞
を

頂
き
、
総
代
会
は
盛
会
裏
に
終
了
し
ま 

し
た
。 

《
愛
媛
県
知
事
表
彰
》 

▽
池
田 

央 
 
 

㈱
ジ
ェ
イ
ジ
ェ
イ 

旅
行
セ
ン
タ
ー 

《
全
国
商
工
会
連
合
会
長
被
表
彰
者
》 

▽
成
岡 

哲 
 
 

成
岡
板
金
㈲ 

《
愛
媛
県
商
工
会
連
合
会
長
被
表
彰
者
》 

▽
宇
都
宮 

啓
之 

料
亭
魚
林 

▽
沼
井 

 

哲
二 

㈱
う
ち
こ
不
動
産 

 

《
優
良
従
業
員
被
表
彰
者
》
※
敬
称
略 

▽
鎌
田 

将
裕 

 

愛
媛
化
成
㈲ 

▽
池
永 

晏
雄 
 

池
田
タ
ク
シ
ー

㈱ 

▽
村
上 

卓
也 

 

㈱
大
岡
製
作
所 

▽
山
中 

淳
子 

 

フ
ロ
ー
リ
ス
ト 

や
ま
お
か 

▽
松
岡 

博 
 
 

入
江
工
研
㈱ 

▽
宮
本 

美
津
子 

愛
媛
ゴ
ル
フ
㈱ 

▽
井
口 

緑 
 
 

ア
ン
ビ
シ
ョ
ン 

う
ち
こ
園 

▽
山
本 

知
美 

 

ア
ン
ビ
シ
ョ
ン 

う
ち
こ
園 

▽
髙
井 

潤 
 
 

㈱
西
渕
工
務
店 

▽
才
野 

誠
二
郎 

久
保
興
業
㈱ 

▽
山
口 

春
枝 

 

久
保
興
業
㈱ 

▽
永
見 

美
保
子 

昭
和
刷
子
㈱ 

▽
甲
斐 

勝
子 

 

昭
和
刷
子
㈱ 

▽
向
井 

輝
明 

 

新
興
運
輸
㈱ 

   

  

  

 
平
素
は
商
工
会
の
運
営
・
事
業
に
対

し
ま
し
て
、
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
、
我
が
国
の
経
済
状
況
は
「
緩
や
か

な
回
復
基
調
」
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、 

私
た
ち
地
方
の
小
規
模
事
業
者
、商
工
業
者 

       

を
取
り
巻
く
環
境
は
、依
然
と
し
て
非
常
に

厳
し
い
状
況
に
あ
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

原
材
料
費
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高
騰
、深

刻
な
人
手
不
足
、さ
ら
に
は
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
や
改
正
電
子
帳
簿
保
存
法
へ
の
対
応
な

ど
、経
営
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
課
題
が

山
積
し
て
お
り
ま
す
。 

内
子
町
に
お
き
ま
し
て
も
、歴
史
あ
る
町

並
み
や
豊
か
な
自
然
、受
け
継
が
れ
て
き
た

伝
統
産
業
と
い
っ
た
素
晴
ら
し
い
資
源
が

あ
る
一
方
で
、人
口
減
少
や
消
費
行
動
の
変

化
に
よ
り
、地
域
経
済
に
は
大
き
な
波
が
押

し
寄
せ
て
い
る
状
況
で
す
。 

こ
の
よ
う
な
変
革
の
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、

商
工
会
の
果
た
す
べ
き
役
割
は
ま
す
ま
す

重
要
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

内
子
町
商
工
会
は
、会
員
お
一
人
お
ひ
と

り
に
寄
り
添
い
、
資
金
繰
り
支
援
、
販
路
開

拓
、
DX
推
進
、
事
業
承
継
な
ど
、
よ
り
踏

み
込
ん
だ
支
援
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

結
び
に
会
員
皆
様
の
益
々
の
ご
健
勝

と
ご
発
展
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
、

あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 
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令
和
８
年
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通
常
総
代
会
を
開
催 

会長 池田 央 

会長・副会長と優良従業員被表彰者、事業主の皆様 
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会
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あ
い
さ
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内
子
町
商
工
会
青
年
部
は
、
「
地
域

を
元
気
に
し
た
い
」
「
地
域
に
暮
ら
す

人
た
ち
の
笑
顔
を
増
や
し
た
い
」
と
い

う
想
い
を
持
っ
た
仲
間
た
ち
で
活
動
し

て
い
ま
す
。 

年
間
を
通
じ
て
、
さ
く
ら
祭
り
、
ド

イ
ツ
フ
ェ
ス
タ
、
子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
、
内
子
夏
祭
り
、
小
田
燈
籠
祭
り
、

そ
し
て
多
く
の

皆
さ
ま
に
親
し

ま
れ
て
い
る
五

十
崎
花
火
大
会

な
ど
、
地
域
を

代
表
す
る
イ
ベ

ン
ト
の
企
画
や

運
営
に
携
わ
っ

て
い
ま
す
。 

そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
に
は
多
く
の
人
と

の
出
会
い
や
交
流
が
あ
り
、
地
域
の
魅

力
を
再
発
見
で
き
る
貴
重
な
機
会
と
な

っ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
青
年
部
の
活
動
は
イ
ベ
ン
ト

運
営
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
域
へ

の
感
謝
の
気
持
ち
を
形
に
す
る
た
め
、

絆(

き
ず
な)

感
謝
運
動
と
し
て
清
掃
活
動

を
実
施
し
、
公
共
施
設
や
周
辺
環
境
の

美
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
冬
に
は

地
域
を
彩
る
小
田
地
区
の
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
事
業
に
も
参
加
し
多
く
の
方
に

温
か
な
光
と
笑
顔
を
届
け
て
い
ま
す
。 

さ
ら
に
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち

と
の
交
流
も
大
切
に
し
て
お
り
、
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
と
の
交
流
会
を
通
じ
て
、

地
域
の
子
ど
も
た
ち
と
の
絆
を
深
め
て

い
ま
す
。 

そ
し
て
今
年
か
ら
は
、
沖
縄
県
の
宜

野
座
村(

ぎ
の
ざ
そ
ん)

商
工
会
と
の
姉
妹

町
村
交
流
が
正
式
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
築
い
て
き
た
ご
縁
を
さ
ら
に

深
め
、
お
互
い
の
地
域
の
魅
力
や
課
題
、

ま
ち
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
を
共
有
し

な
が
ら
、
継
続
的
な
交
流
を
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
青
年
部
同

士
の
交
流
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
産
業
や

観
光
、
文
化
な
ど
幅
広
い
分
野
で
連
携

を
深
め
る
こ
と
で
、
新
た
な
可
能
性
や

学
び
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。 

地
域
を
取
り
巻
く
環
境
が
変
化
す
る

中
で
も
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
大

切
に
し
な
が
ら
、
仲
間
と
と
も
に
挑
戦

を
続
け
る
こ
と
が
私
た
ち
青
年
部
の
使

命
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
行
事
へ
の

参
画
や
奉
仕
活
動
、
交
流
事
業
を
通
じ

て
、
内
子
町
の
さ
ら
な
る
発
展
と
活
性

化
に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
。
地
域
の

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

                               

青
年
部
だ
よ
り 青年部部長 

 松田 光博 
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部
長
就
任
し
て
１
年
が
経
ち
ま
し
た
。 

昨
年
度
は
い
ま
ま
で
ど
お
り
内
子
・
五

十
崎
・
小
田
そ
れ
ぞ
れ
の
支
部
で
継
続

し
て
き
た
事
業
に
も
取
り
組
み
つ
つ
、

お
互
い
の
イ
ベ
ン
ト
を
お
手
伝
い
し
な

が
ら
、
ほ
か
の
支
部
が
ど
ん
な
取
り
組

み
を
し
て
い
る
の
か
を
知
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。 

秋
に
は
『
お
も
て
な
し
交
流
事
業
』

の
申
し
込
み
を
受
け
て
、
周
桑
女
性
部

の
皆
様
に
ご
来
町
い
た
だ
き
、
３
支
部

み
ん
な
で
交
流
。 

２
月
に
は
、
初
の
３
支
部
合
同
事
業

と
し
て
講
習
会
『
カ
ラ
ー
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
で
人
間
関
係
を
円
滑
に
！
』

を
開
催
し
、
30
名
の
ご
出
席
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
色
彩
心
理
学
を
ベ
ー
ス
に

個
性
を
色
で
可
視
化
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
を
ア
ッ
プ
す
る
講
座

で
盛
り
上
が
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
支
部
を

超
え
た
女
性
部
部
員
同
士
で
親
睦
を
図

り
ま
し
た
。 

 

初
の
試
み
を
増
や
し
た
こ
と
と
、
昨

今
の
諸
費
用
の
大
幅
な
値
上
げ
に
よ
り
、

予
算
を
随
分
オ
ー
バ
ー
し
て
し
ま
う
な

ど
、
失
敗
と
反
省
点
は
多
々
ご
ざ
い
ま

す
が
、
顔
と
顔
を
合
わ
せ
て
一
緒
に
目

標
に
取
り
組
む
こ
と
の
あ
り
が
た
さ
と
、

大
切
さ
を
し
み
じ
み
感
じ
た
一
年
で
あ

っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。 

 

２
年
目
で
あ
る
令
和
８
年
度
も
支
部

間
で
協
力
し
合
い
、
反
省
点
を
踏
ま
え

な
が
ら
た
く
さ
ん
の
事
業
に
取
り
組
み
、

さ
ら
に
親
睦
を
深
め
て
、
町
全
体
に
女

性
部
の
パ
ワ
ー
を
広
め
て
い
き
た
い
と

企
ん
で
お
り
ま
す
。
み
な
さ
ま
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

  

                             

女性部部長 
小野 理恵美 

女
性
部
だ
よ
り 

▶

カ
ラ
ー
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
講
座 

講
師 

色
彩
臨
床
心
理
士 

甲
斐 

利
絵 

先
生  

（
２
０
２
６
・
２
・
６
開
催
） 
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内
子
町
商
工
会
で
は
、

国
や
県
の
各
種
補
助
金

支
援
を
実
施
し
て
い
る

ほ
か
、
商
工
会
単
独
で

の
補
助
や
助
成
の
事
業

も
実
施
し
て
い
ま
す
。

金
額
は
限
ら
れ
ま
す
が
、

そ
の
分
申
請
も
簡
単
で
決
定
、
支
払
も

迅
速
で
す
！ 

是
非
、
商
工
会
へ
ご
相
談
の
う
え
、

ご
活
用
く
だ
さ
い
。 

(

注
）採
択
後
の
事
業
実
施
と
な
り
ま
す
。 

 

【
販
路
拡
大
支
援
事
業
】 

会
員
事
業
所
が
、
町
内
で
生
み
出
さ

れ
た
優
れ
た
商
品
の
更
な
る
販
路
拡
大

等
の
た
め
、
物
産
展
へ
出
展
し
た
り
、

自
社
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
の
開
設
・
改
修
を

実
施
し
た
り
す
る
際
の
支
援
を
行
う
こ

と
に
よ
っ
て
、
市
場
競
争
力
と
収
益
力

の
向
上
並
び
に
、
販
路
、
売
上
の
拡
大

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
支
援
す
る
も
の

で
す
。 

〇
対
象
と
な
る
経
費 

 

県
外
の
物
産
展
等
へ
の
出
展
に
係
る

旅
費
、
出
展
料
、
試
作
研
究
費
、
パ
ッ

ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
費
、自
社
Ｗ
Ｅ
Ｂ（
Ｅ

Ｃ
）
サ
イ
ト
開
設
・
改
修
費
、
そ
の
他

会
長
が
適
当
と
認
め
る
経
費
。 

な
お
、
こ
れ
ら
の
経
費
は
複
数
を
組

み
合
わ
せ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。 

〇
助
成
金 

対
象
経
費
の
２
／
３
以
内
と
し
、

30
万
円
を
上
限
と
す
る
。
た
だ
し
、

２
／
３
の
額
が
５
万
円
を
下
回
る
場

合
は
、
５
万
円
を
上
限
と
し
て
実
経

費
全
額
と
す
る
。 

 

※
３
期
連
続
採
択
者
に
つ
い
て
は
上

限
額
を
20
万
円
と
す
る
。 

 

※
令
和
６
年
度
を
起
算
日
と
し
、
連

続
採
択
が
３
回
に
達
す
る
ご
と
に
上

限
額
を
減
額
す
る
。
減
額
の
適
用
は

当
該
年
度
限
り
と
し
、
次
年
度
は
通

常
通
り
と
す
る
。 

 

【
人
材
育
成
支
援
事
業
】 

 

会
員
事
業
所
が
抱
え
て
い
る
個
別
経

営
課
題
や
業
務
の
改
善
、
幅
広
い
人
材

育
成
な
ど
の
問
題
解
決
を
図
る
た
め
、

中
小
企
業
大
学
校
（
広
島
校
）
に
限
ら

ず
、
国
や
地
方
公
共
団
体
及
び
そ
の
関

連
団
体
、
並
び
に
各
業
界
の
全
国
組
織

等
が
実
施
す
る
研
修
会
へ
の
参
加
者
に

対
し
、
そ
の
受
講
料
を
助
成
す
る
も
の

で
す
。 

○
対
象
と
な
る
研
修
及
び
期
間 

令
和
９
年
２
月
ま
で
に
実
施
さ
れ
る

研
修 

○
助
成
金
／
３
万
円
（
３
万
円
以
下
の

受
講
料
の
場
合
は
そ
の
額
） 

 

【
広
報
支
援
事
業
】 

 

原
材
料
高
騰
な
ど
の
各
種
要
因
に
よ

る
消
費
活
動
の
落
ち
込
み
に
対
す
る
会

員
事
業
所
の
広
報
活
動
を
支
援
す
る
た

め
、
販
路
拡
大
の
取
組
を

実
施
す
る
場
合
の
、
新
聞

チ
ラ
シ
折
込
料
等
広
報
費

を
支
援
す
る
も
の
で
す
。 

〇
対
象
と
な
る
経
費 

新
聞
折
込
料
、
印
刷
費
、
チ
ラ
シ
等

作
成
費
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
広
告
費

ほ
か
、
自
社
商
品
の
販
路
拡
大
に
繋

が
る
広
報
費
。 

○
助
成
金
／
３
万
円
（
実
経
費
が
下
回

る
場
合
は
そ
の
額
） 

 

【
創
業
支
援
金
】 

 

町
内
で
開
業
し

よ
う
と
す
る
方
、

若
し
く
は
開
業
後

１
年
以
内
で
、
商

工
会
に
加
入
し
て

い
た
だ
く
商
工
事

業
者
の
方
に
、
創
業
支
援
金
制
度
を
用

意
し
て
い
ま
す
。 

○
支
援
金
／
３
万
円
（
希
望
さ
れ
る
場

合
は
、
別
途
花
輪
等
を
贈
呈
） 

 

内
子
町
商
工
会
【 

独
自
】の 

 
補
助
金
・助
成
金
に
つ
い
て 
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本
日
は
内
子
、

五
十
崎
、
小
田
と

町
内
三
つ
の
エ

リ
ア
で
、
様
々
な

事
業
を
多
角
的

に
展
開
さ
れ
て

い
る
内
藤
鋼
業

の
内
藤
昌
典
社

長
に
お
話
を
伺

い
ま
す
。 

 Ｑ 

創
業
年
と
祖

業
を
教
え
て
下

さ
い
。 

Ａ 

創
業
は
昭
和
３５
年
（
１
９
６
０
年
）
で

今
年
６６
年
目
で
す
。
当
初
は
鋸
の
目
立
て

に
始
ま
り
、帯
鋸
等
の
木
材
加
工
機
械
の
製

造
・
販
売
を
メ
イ
ン
と
し
て
い
ま
し
た
。 

 Ｑ 

近
年
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
世
界
的
に
重
要
視
さ

れ
て
い
ま
す
が
、御
社
は
四
半
世
紀
も
前
か

ら
着
目
さ
れ
て
い
た
と
か
。 

Ａ 

は
い
。
弊
社
で
は
２
０
０
２
年
頃
、
廃

材
を
再
生
し
た
木
質
ペ
レ
ッ
ト
事
業
に
取

り
組
み
、
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
や
ペ
レ
ッ

ト
プ
ラ
ン
ト
等
の
取
り
扱
い
を
開
始
し
ま

し
た
。
当
初
は
知
名
度
も
無
く
厳
し
い
戦

い
を
強
い
ら
れ
ま
し
た
が
、
環
境
意
識
の

高
ま
り
と
共
に
徐
々
に
浸
透
し
、
今
で
は

小
学
校
等
、
町
の
施
設
で
も
幅
広
く
利
用

頂
い
て
い
ま
す
。 

ま
た
松
山
平
和
通
り
に
も
、常
設
シ
ョ
ー

ル
ー
ム
を
開
設
い
た
し
ま
し
た
。 

 

Ｑ 

そ
う
し
た
取
り
組
み
の
発
展
的
事
業
展

開
が
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
で
す
ね
。 

Ａ 

お
っ
し
ゃ
る
通
り
で
す
。
町
内
外
の
企

業
や
金
融
機
関
か
ら
出
資
を
募
り
、「
内
子

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
合
同
会
社
」
を
設
立
。
２

０
１
８
年
か
ら
稼
働
開
始
し
ま
し
た
。出
力

規
模
２
メ
ガ
ワ
ッ
ト
未
満
の
商
用
小
型
バ

イ
オ
マ
ス
発
電
所
は
四
国
初
の
施
設
で
す
。

そ
の
後
、
大
手
ゼ
ネ
コ
ン
「
竹
中
工
務
店
」

等
の
協
力
を
受
け
、
２
０
２
２
年
、「
内
子

龍
王
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
」を
稼
働
開
始
し

て
い
ま
す
。 

Ｑ 

発
電
の
ス
ケ
ー
ル
は
ど
の
位
で
す
か
。 

Ａ 

二
つ
の
発
電
所
で
今
の
内
子
町
の
民
間

世
帯
消
費
量
の
約
半
分
を
賄
え
る
だ
け
の

発
電
能
力
が
あ
り
ま
す
。 

 Ｑ 
町
の
半
分
と
は
凄
い
で
す
ね
。
お
話
を

聞
く
限
り
順
風
満
帆
の
様
で
す
が
、こ
れ
ま

で
に
危
機
は
あ
り
ま
し
た
か
。 

Ａ 

３
年
前
、
寺
村
の
ペ
レ
ッ
ト
工
場
が
火

災
に
見
舞
わ
れ
、再
稼
働
ま
で
１
年
以
上
の

休
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
時
が
、

創
業
来
最
大
の
危
機
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。し

か
し
、
全
社
一
丸
と
成
っ
て
取
り
組
み
、
何

と
か
乗
り
切
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。社
員

達
に
は
本
当
に
、心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。 

 Ｑ 

最
後
に
、
御
社
の
今
後
の
目
標
を
お
聞

か
せ
下
さ
い
。 

Ａ 

現
在
、
約
１
万
４
千
人
の
内
子
町
の
人

口
は
、２
０
６
０
年
に
は
６
千
人
以
下
に
減

少
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。町
も
危
機

感
を
持
ち
人
口
減
少
対
策
に
取
り
組
ま
れ

て
は
い
る
と
思
う
の
で
す
が
、ド
ラ
ス
テ
ィ

ッ
ク
か
つ
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
施
策
で
な

い
と
、移
住
希
望
者
の
心
に
は
響
か
な
い
で

し
ょ
う
。内
子
産
の
木
材
か
ら
生
み
出
す
電

気
を
武
器
に
、「
電
気
代
ゼ
ロ
の
町
を
実
現

す
る
」。
夢
物
語
と
笑
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、こ
れ
ぞ
究
極
の
循
環
型
社
会
の
実

現
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

崇
高
な
志
、
時
機
を
見
極
め
る
目
、
圧
倒

的
な
行
動
力
・
・
・
。
内
藤
社
長
は
忖
度
抜

き
に
内
子
町
を
代
表
す
る
リ
ー
ダ
ー
と
言

え
る
で
し
ょ
う
。 

本
日
は
、お
忙
し
い
中
大
変
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。。 

（
編
集
委
員 

松
岡
） 

 

会会
員員
企企
業業
紹紹
介介  

㈲

内

藤

鋼

業 

㈲内藤鋼業 
代表 内藤昌典 

〒795-0301  

内子町五十崎 

甲2126番地1 

TEL0893-44-3063 

FAX0893-44-3245 
 

http:// 

naito-kogyo.co.jp 

五十崎「内藤鋼業本社」 

寺村「内子バイオマス発電所」 
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井上農園（農業） 

代表 井上 嘉秀 
（いのうえ よしひで） 

〒791-3361 
内子町大瀬中央956 
TEL/090-3989-0774 
営業時間/8：00～17：00 
定休日等/不定期 

【ぶどう品種】 
ピオーネ マスカットベリーA ブラックビート  
ＢＫシードレス グロースクローネ 涼香 ナガノパープル 
富士の輝 マスカット・ノアール  
オリエンタルスター 美珠  
クイーンニーナ コトピー  
マイハート つま紅 スカーレット  
愛妻  クイーンマスカット 
シャインマスカット 雄宝 天晴 天恵 
 
※７代目として、就農し２０年たちました。美味しいブドウ

を皆さんにお届けできる様に頑張っています。 

 

新
会
員
の
ご
紹
介 

入
会
さ
れ
た
新
会
員
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

イノシシやシカなどの有害鳥獣も一つの「命」です。 

 ジビエ加工処理施設がこの命を活かす事ができると考

え、仲間５人で立ち上げました。 

 野菜や果物が多い土地で育ったイノシシ・シカはそも

そも個体自体のポテンシャルが優れています。その上、

と殺後、即血抜きを実施しているため、ジビエの臭みな

ど一切ないと、自信を持って販売しています。 

 是非一度、内子フレッシュパークからりにお立ち寄り

ください。 

企業組合 内子ジビエ （食肉処理業） 
代表 石田 脩平（いしだ しゅうへい） 

〒795-0303    内子町平岡甲1811-1 

徳 千 ＴＯＫＵＳＥＮ  （飲食業） 
代表 谷 徳行 （たに  のりゆき） 
〒791-3301 内子町内子1931 
TEL/0893-23-9198 
営業時間：お弁当販売8：00～13：00 
お食事11：30～14：00（ラストオーダー13：30） 
定休日：土日 
座席数：四人掛けテーブル１、カウンター7席 

有限会社 福本ボーリング 
（地質調査） 

代表 福本 健（ふくもと たけし） 

〒791-3331 

内子町立山683番地 

TEL/0893-45-0009 
 

おはぎ屋コトコト（飲食業） 
代表 井上 靖彦（いのうえ やすひこ） 
〒791-3301 
内子町内子2898 
TEL/0893-23-9101 
営業時間/10：00～17：00 
（おはぎがなくなり次第閉店） 
定休日/火曜日・水曜日 

（祝日は営業） 
座席/16席（2階あり） 

おはぎ8種類 その他豆大福・季節の甘味 飲

物各種 店内飲食、テイクアウトできます。 

毎朝3時半から仕込みを始め、その日に並ぶ商

品はすべて当日手作り。北海道産小豆や四国中央

市新宮産の抹茶・茶葉など厳選素材を使い、自ら

納得した味だけを商品化しています。「おはぎをき

っかけに内子を知ってほしい」との思いで、一つ

ひとつ心を込めて提供。7月11日の青年部主催夏

祭りへの出店や、おはぎ・いちご大福作り教室、

ランチ提供も計画中です。 

京都で和食の修業を積んだ後、妻の地元・内子町に移り住み、このたび

「天ぷらとお弁当 徳千」をオープンしました。店名は、私の名前の「徳」

と妻の名前の「千」を合わせ、二人の想いを込めて名付けました。 

 看板メニューの天ぷらは、新鮮な車エビを使い、一品一品丁寧に揚げ、出

来たてをご提供しています。お弁当も季節の食材を取り入れ、彩り豊かに仕

上げています。 

 ご予算やご希望に応じたお弁当のご注文にも対応しておりますので、行事

や会合などの際にぜひご利用ください。 

町の駅カフェ 金木犀
きんもくせい

 （飲食業） 
代表 吉井 健二 

（よしい けんじ） 

〒791.-3301 
内子町内子2023 
TEL/090-4768-5464 
営業時間11：00～17：30 
席数16席 共有テラス席9 ビジターセンター裏「金木犀」 

共有スぺ－ス   
テラス席 

 メニューはホワイトカレー(フルーツ乗せ)、３種チー

ズの贅沢ハンバーグカレー、ピザ、ぜんざい、アイス最

中、かき氷(通年)、トースト、安倍川餅、焼き餅など。 

その場のお客様の了解を得られれば、小型犬とカー

トに乗せられた犬は入店可で、大型犬は外の共有スペー

ステラス席をご利用頂けたら幸いです。 

丸３年たち色んな方との出会いが財産です。通りから１

本裏手にあるこの静かなスぺ－スでごゆっくりおくつろぎ

下さいませ。 
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月日 ～イベント名 場所 内容 問い合わせ先 

7/11(土) うちこ夏祭り 内子本町商店街 
みきゃん気球、ダンスステージ、屋台、ゲ

ーム、花火等 

内子夏祭り実行委員会 

090-7571-9557 

7/18(土) 
からり 

ビアガーデン 

内子フレッシュ 

パークからり 

ステージ演奏付きビアガーデン※250名限

定、日中は沖縄（宜野座村）フェア開催 

㈱うちこフレッシュパークからり 

0893-43-1122 

7/19(日) 
元気わくわく 

川まつり 

吉田石油前 

豊秋河原 

ぞぶりんぐ、サップボート、川漁体験等 

参加費 ５００円、７０名限定（事前申込） 

五十崎自治センター 

0893-43-1221 

7/19(日）・

20(月・祝) 
からり記念祭 

内子フレッシュ 

パークからり 

ゲーム・バザー、生ライブ、当りクジ付きもち

まき、沖縄（宜野座村）フェア等 

㈱うちこフレッシュパークからり 

0893-43-1122 

7/25(土) 小田燈籠まつり 小田支所前広場 屋台村、出し物、燈籠流し等 
小田燈籠まつり実行委員会 

（納堂）080-2977-1325 

8/6(木) 

8/7(金) 
内子笹まつり 内子本町商店街 

笹装飾コンクール、笹踊りコンクール、アン

ブレラスカイ、等 

内子町 町並・地域振興課 

0893-44-2118 

内子笹まつり実行委員会事務局 

070-1354-0351(期間中) 

8/13(木) 
五十崎夏まつり 

（花火大会） 

五十崎 

豊秋河原 

約20分の間に、休みなく打ち上げられる花

火大会 

いかざき花火大会実行委員会 

0893-43-1221 

8/15(土) 
内子寺村 

山の神火祭り 

小田寺村 

（Ａｺｰﾌﾟおだ付近） 
オヒカリ点火、花火、夜市等 

寺村山の神火祭り保存会 

（役場小田支所）0892-52-2144 

8/22(土) 

8/23(日) 

ワンツーツリー 

フォレスト 

ソルファオダ 

スキーゲレンデ 

林業機械乗車体験、各種体験ゾーン、キッ

チンカー等 

ワンフォレ実行委員会 

（武田）080-4613-3668 

10/24(土) 

10/25(日) 

第２２回 

和紙創作展 

天神館 

Art Gallery 

和紙製品展示販売 

カルテットアンサンブル演奏会（25日のみ） 

界隈づくり委員会 

（成田）090-1170-0270 

～内子町 2026夏・秋イベント情報～ 
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■
職
員
異
動
の
お
知
ら
せ
■ 

【
転
入
者
】
経
営
指
導
員 

◇
松
田

ま
つ
だ 

恵
美

え

み

（
出
身
：
大
洲
市
） 

     

「
12
年
ぶ
り
に
内
子
町
商
工
会
で
お
世
話
に
な

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
会
員
の
皆
様
の
お
力
に

な
れ
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
の
で
、
今
後
と
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。」 

 

【
退
職
者
】
経
営
指
導
員 

 

舩
原 

蓮 

 

     

近
所
に
２４
時
間
営
業
の
ジ
ム
が
で
き
た
の
を
き
っ
か
け
に
、「
今
度
こ
そ

は
続
け
よ
う
」
と
思
い
、
朝
の
仕
事
前
に
通
い
始
め
ま
し
た
。
時
間
を
気
に

せ
ず
利
用
で
き
る
う
え
に
、
家
か
ら
近
い
と
い
う
環
境
も
あ
っ
て
、
今
の
と

こ
ろ
は
珍
し
く
継
続
で
き
て
い
ま
す
。
朝
の
少
し
の
運
動
で
も
、
そ
の
日
一

日
の
調
子
が
違
う
よ
う
に
感
じ
る
の
が
、
続
い
て
い
る
理
由
の
一
つ
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
ま
だ
人
の
少
な
い
時
間
帯
に
体
を
動
か
す
と
、
頭
も
す
っ
き
り

し
て
気
持
ち
よ
く
一
日
を
ス
タ
ー
ト
で
き
て
い
ま
す
。 

 

そ
ん
な
中
、
ジ
ム
で
商
工
会
青
年
部
の
メ
ン
バ
ー
と
顔
を
合
わ
せ
る
こ
と

も
あ
り
、
思
わ
ぬ
と
こ
ろ
で
お
互
い
に
刺
激
を
受
け
て
い
ま
す
。「
今
日
も

来
て
い
る
な
」
と
感
じ
る
だ
け
で
、
自
然
と
足
が
向
く
の
が
不
思
議
な
と
こ

ろ
で
す
。
言
葉
を
交
わ
さ
ず
と
も
、
同
じ
場
所
で
そ
れ
ぞ
れ
が
黙
々
と
取
り

組
ん
で
い
る
姿
を
見
る
と
、
自
分
も
も
う
少
し
頑
張
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
に

な
り
ま
す
。
こ
う
し
た
何
気
な
い
つ
な
が
り
が
、
日
々
の
継
続
を
支
え
て
く

れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。 

 

と
は
い
え
、
肝
心
の
成
果
は
ま
だ
こ
れ
か
ら
。
体
重
計
の
数
字
は
な
か
な

か
思
い
通
り
に
は
い
き
ま
せ
ん
が
、
以
前
よ
り
も
体
を
動
か
す
こ
と
へ
の
抵

抗
感
は
減
っ
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
ま
ず
は
無
理
を
せ
ず
、
生
活
の
一

部
と
し
て
定
着
さ
せ
る
こ
と
を
目
標
に
、
も
う
し
ば
ら
く
粘
っ
て
み
よ
う
と

思
い
ま
す
。
小
さ
な
変
化
で
も
積
み
重
な
れ
ば
大
き
な
違
い
に
な
る
と
信
じ

て
、
焦
ら
ず
続
け
て
い
き
た
い
と
こ
ろ
で
す
。 

 

仕
事
も
体
づ
く
り
も
、
こ
う
し
た
ち
ょ
っ
と
し
た
つ
な
が
り
や
積
み
重
ね

が
力
に
な
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
日
々
の
中
で
少
し
ず
つ
で
も
前
に
進
ん

で
い
け
れ
ば
と
感
じ
て
い
ま
す
。
皆
様
も
体
調
に
気
を
つ
け
な
が
ら
、
暑
い

夏
を
無
理
な
く
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

編
集
担
当
（
Ｙ
） 

≪保険無料診断≫のお知らせ   ・・・・お気軽にお申込みください。 

こんなお悩みにお答えします！ 

 加入している保険内容を詳しく知りたい 

 固定費の削減をしたい（固定費の中で保険料の占める割合は大きいのでは？） 

 更新時期が近づいている（掛金が大幅に増える） 

 今後に不安がある（今のまま掛け続けたら、老後の資金が足りない） 

 ライフスタイルの変化（子供も大きくなった・家族がふえた） 

 事業承継の対策をしたい（相続が争族にならないために） 

編

集

後

記

 

商工会会員のほか、ご家族や従業員

の方、従業員のご家族もOKです！ 
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